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Dennis：7 から 50 を減らすと 20 になる。 
Ｔ  ：よろしい。 
Dennis：そして、それから。それから、私はとった。





Ｔ  ：Ella？ 
Ella ：7、70．私は 70－50 と言った‥私は 20 と 8 た
す 3 と言った…ああ、たしちゃった。私は 8
－3 と言った。それは 5 だ。 
Ｔ  ：よろしい。それで何になりますか。 
















Ｔ  ：よろしい。彼女は言った・・・ 
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Rick  ：私は彼女が何について話していたか知ってい
る。 












この 10 と 10 だよ。（十の位の桁の１と１を指
しながら）だから 20 でしょ。（十の位の２を
指しながら） 
Ｔ  ：よろしい。 
Jameel：そして、これは５をたして、25 です。 
Ｔ  ：わかりました。それは 25 です。 
答えは2つの単一の桁としてよりはむしろ25
として表すべきであるという Rick の考えと、10




























































































































02 Ｔ：200÷0.8。H 君はなんで割り算にしたんですか。 
03 H：なんとなく。 
04 Ｔ：他にいないかな。 
05 Ｍ：200÷10 で 8 倍しました。 
06 Ｔ：なんでそう考えたのですか。 
07 Ｍ：えっと…1m200 円だから 0.1ｍだと 20 円で、だ
から、それを 8 倍すればいいから、20×８． 
08 Ｔ：はい。他の人どうですか。 
09  K：1m は 0.1ｍが 10 個だから 200 円も 10 で割って




































11 Ｍ：200 に 1ｍ以下の数がかけられるのかな。 
12 Ｔ：0.8ｍは 1m より小さいね。 
























1では 0.1m のテープの長さの値段の 8個分で
ある共通の数学的対象が生じている。また、
場面 2 では、割り算をすると答えが小さくな
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